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文
化
庁
に
よ
る
調
査
群

　

文
化
庁
の
京
都
へ
の
完
全
移
転
は
令

和
５
年
（
二
〇
二
三
）
の
連
休
頃
に
延

期
さ
れ
て
い
る
。
令
和
４
年
の
12
月
に

新
庁
舎
建
屋
が
完
成
し
、
形
式
上
は
令

和
４
年
度
中
に
中
核
組
織
が
移
る
と
い

う
。
東
山
安
井
に
文
化
庁
地
域
文
化
創

生
本
部
が
来
た
の
は
平
成
29
年
（
二
〇

一
七
）
四
月
で
あ
っ
た
。

　

文
化
庁
は
既
に
昭
和
62
年
か
ら
文
化

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
平
成

８
、
15
、
21
、
28
、
令
和
元
～
２
年
と

文
化
全
般
の
調
査
が
行
わ
れ
、
文
化
庁

の
名
の
元
に
報
告
さ
れ
た
（
註
１
）。

　

そ
し
て
地
域
文
化
創
生
本
部
は
京
都

に
於
い
て
直
ち
に
生
活
文
化
の
調
査
を

始
動
す
る
（
註
２
）。
目
的
と
し
て
は

各
分
野
の
振
興
の
方
向
性
を
探
る
こ
と

に
あ
る
。
平
成
29
年
度　

生
活
文
化

等
実
態
把
握
調
査
事
業　

調
査
と
報

告
（
註
３
）、
平
成
30
年

度　

食
文
化
、
令
和
元
年

度　

団
体
調
査
と
報
告
、

２
年
度　

書
道
・
茶
道
・

華
道
各
々
の
詳
細
な
報
告

書
で
あ
り
、
文
化
庁
地
域

文
化
創
生
本
部
事
務
局
の

名
の
元
に
公
開
さ
れ
て
い

る
（
註
４
）。
３
年
度
も

煎
茶
道
・
香
道
等
の
基
礎

的
な
報
告
が
で
き
て
い
る

が
、
報
告
書
は
次
年
度
と

な
る
。
全
分
野
と
調
査
並

び
に
報
告
の
詳
細
は
下
記

の
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
の
平
成
29
・
令
和
元

年
度
（
特
に
茶
道
・
華
道
・

香
道
・
煎
茶
道
）
と
２
年

度
の
茶
道
の
報
告
書
は
学

会
員
各
位
に
お
か
れ
て

も
、一
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

デ
ー
タ
の
提
示
は
％
の
円
グ
ラ
フ
、
又

は
積
み
上
げ
棒
グ
ラ
フ
（
横
向
き
）
で

成
さ
れ
て
お
り
、
追
加
解
析
の
為
に
は

実
数
に
変
換
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
の

で
、
他
の
観
点
か
ら
見
た
概
略
を
提
示

す
る
。
相
互
関
連
は
解
析
で
き
な
い
。

　

単
純
な
処
理
で
あ
る
が
、
平
成
29
年

度
の
各
分
野
の
３
つ
の
質
問
項
目
に

着
目
す
る
。
男
女
別
人
数
は
、
男
性

（n=2629

）
女
性
（n=2686

）
で
あ
り
、

回
答
は
す
べ
て
複
数
回
答
可
で
あ
る
。

Q
１　

わ
が
国
に
は
、
下
記
選
択
肢
の

よ
う
な
様
々
な
生
活
文
化
・
国
民
娯
楽

が
あ
り
ま
す
が
、
次
の
う
ち
、
子
供
た

ち
、
も
し
く
は
外
国
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
も
の
が
あ
れ
ば
教
え

て
下
さ
い
。

Q
３　

生
活
文
化
・
国
民
娯
楽
の
う
ち
、

ご
自
身
の
趣
味
・
習
い
事
と
し
て
経
験
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茶
道
を
含
む
芸
道
の
今
後
に
つ
い
て

　
　
　

 

─
文
化
庁
の
調
査
を
巡
っ
て
─�

矢�

野�　

環



─ 2 ─

し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
を
教
え
て
下
さ

い
。

Q
５　

次
の
生
活
文
化
・
国
民
娯
楽
の

う
ち
、
あ
な
た
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
も
の
で
、
今
後
経
験
し
て

み
た
い
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
デ
ー
タ
の
う
ち
、
総
回
答

数
、
男
女
別
内
訳
を
あ
げ
て
お
く
。
Ｑ

１
、
Ｑ
３
、
Ｑ
５
が
、
そ
れ
ら
の
設
問

へ
の
回
答
数
、
M*
、
F*
は
男
性
と
女
性

で
あ
る
。
公
表
さ
れ
て
い
る
の
が
％
表

示 
で
あ
る
た
め
、
実
人
数
を
復
元
し

た
が
、
有
効
数
字
不
足
に
よ
り
、
必
ず

し
も
正
確
な
数
値
で
は
な
い
。例
え
ば
、

M1
＋
F1
は
Q
１
と
等
し
く
な
る
は
ず
だ

が
、必
ず
し
も
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

全
体
で
は
18
変
数
で
あ
る
が
、
最
後

の
２
変
数
は
除
く
方
が
よ
い
場
合
も
多

い
。
ま
た
16
変
数
目
の
「
古
典
遊
戯
」

は
性
質
が
こ
と
な
る
。
よ
っ
て
、
15
変

数
で
取
り
扱
う
場
合
も
あ
る
。

　

こ
の
デ
ー
タ
を
元
に
、
ま
ず
は
、
MF

と
な
っ
て
い
る
デ
ー
タ
を
、
Ｍ
を
ｘ

軸
、
Ｆ
を
ｙ
軸
に
し
て
プ
ロ
ッ
ト
す
る

だ
け
で
も
、
状
況
が
見
え
て
く
る
。
し

か
し
、
六
分
野
以
外
は
下
に
ま
と
ま
っ

て
お
り
、
判
然
と
し
な
く
な
る
。
そ
こ

で
、
座
標
の
と
り
方
を
対
数
座
標
軸
に

す
る
と
、そ
の
部
分
も
見
や
す
く
な
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
の
ほ
ぼ
対
角
線
の
上
部
は

女
性
が
多
く
、
下
部
は
男
性
が
多
い
こ

と
を
示
す
。
な
お
、
対
角
線
相
当
は

　

2629y=
2689x

で
与
え
ら
れ
る
。

　

将
来
へ
残
し
た
い
M1 
F1
は
白
丸
◯
、

習
っ
た
こ
と
の
あ
る
M3 

F3
は
黒
丸
●
、

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
経
験
し
て
み
た
い

M5 

F5
は
菱
形
の
◆
と
す
る
。
書
道
で

は
◯
と
●
が
近
接
し
て
お
り
、
学
校
教

育
の
成
果
で
あ
る
。
茶
道
、
華
道
、
和

装
は
●
か
ら
み
て
◯
が
右
横
方
向
に
あ

る
。
華
道
は
習
っ
た
男
性
は
少
な
く
、

水
平
方
向
右
に
延
び
る
と
い
う
こ
と

は
、
女
性
は
同
程
度
の
人
数
で
あ
り
男
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性
が
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
◆
は
い
ず

れ
も
右
下
に
延
び
る
の
で
、
女
性
は
よ

り
少
な
い
が
、
男
性
は
よ
り
多
い
人
数

が
機
会
さ
え
あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
将
棋
の
場
合
は
、
◯
が

●
の
上
方
向
に
あ
り
、
男
性
人
数
は
同

じ
で
も
、
よ
り
多
く
の
女
性
が
将
来
に

残
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
◆

は
左
上
に
延
び
て
い
る
。

　

次
に
中
央
か
ら
下
部
を
見
る
。
礼

法
・
食
文
化
は
、
●
は
男
女
２
５
０
人

程
度
し
か
習
っ
た
人
は
い
な
い
が
、
◯

は
い
ず
れ
も
最
高
人
数
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
云
え

よ
う
。
同
じ
煎
茶
道
・
香
道
は
似
て
お

り
、
特
に
◯
と
◆
は
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に

い
る
。
煎
茶
道
は
特
に
習
っ
た
男
性
が

少
な
い
。
香
道
は
男
女
と
も
に
特
に
少

な
い
。
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
な
ど
は
男

女
同
数
程
度
で
あ
る
。
錦
鯉
は
特
殊
な

の
で
、
経
験
者
も
少
な
い
。
一
般
に
、

◯
は
対
角
線
に
比
較
的
近
く
、
◆
は
真

ん
中
あ
た
り
に
集
ま
り
、
つ
ま
り
上
部

か
ら
は
下
が
り
、
下
部
か
ら
は
上
が
っ

て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
生
活
文
化
に
お
い
て
も
、

◯
が
対
角
線
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
、

将
来
に
伝
え
た
い
、
ま
た
外
国
に
紹
介

し
た
い
と
い
う
生
活
文
化
へ
の
判
断

が
、
男
女
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
意
味
が
あ
ろ

う
。
囲
碁
以
外
は
、
女
性
が
多
い
。

　

但
し
、
５
３
０
０
人
の
調
査
対
象
に

お
い
て
、
将
来
へ
残
す
も
の
を
思
い
つ

か
な
い
が
８
７
２
人
、
習
っ
た
こ
と
が

な
い
が
１
５
３
5
人
、
今
は
特
に
し
て

み
た
い
と
思
う
も
の
が
無
い
と
い
う
１

７
１
７
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
多

い
と
み
る
か
少
な
い
と
み
る
か
問
題
で

あ
る
。茶
道
の
位
置
を
再
確
認
す
る
と
、

華
道
・
和
装
よ
り
は
男
性
が
経
験
し
て

い
る
人
数
が
多
く
、
そ
の
影
響
で
総
人

数
が
多
い
。
華
道
や
和
装
よ
り
も
、
将

来
に
残
す
べ
き
と
思
う
人
数
は
多
く
、

食
文
化
・
礼
法
よ
り
少
な
い
。

年
代
別
の
考
察

　

こ
こ
で
は
数
値
を
与
え
な
い
が
、
実

は
年
代
別
の
デ
ー
タ
も
提
供
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
実
人
数
に
直
す
と
か
な
り

誤
差
も
あ
る
が
、
と
も
か
く
対
応
分
析

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
Q
１
に

つ
い
て
そ
れ
を
行
う
と
左
記
の
と
お
り

で
あ
る
。
こ
こ
で
ａ
で
始
ま
る
も
の
が

年
代
で
あ
り
、
a20
は
二
十
代
を
意
味
す

る
。こ
の
図
は
大
ま
か
な
も
の
で
あ
り
、

生
活
文
化
の
分
野
と
年
代
の
位
置
の
単

純
な
遠
近
を
論
じ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
欠
点
を
補
っ
た
距
離
を
求
め
、
そ
れ

を
元
に
し
て
系
統
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
求

め
る
手
法
が
あ
り
、
最
初
の
表
を
処
理

す
る
と
、
最
後
の
図
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
茶
道
」
で
は
な
く
、「
茶
の
湯
」
と

い
う
表
現
を
広
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
、
中
村
利
則
元
会
長
は
主
張
さ
れ

た
。
し
か
し
ま
だ
十
分
に
浸
透
し
て
い

な
い
。

　
「
茶
の
湯
」
を
何
ら
か
の
文
化
財
に

登
録
す
る
こ
と
も
目
指
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
を
果
た
せ
る
見

込
み
は
あ
る
。

　

文
化
庁
の
文
化
創
造
ア
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
学
会
員
理
事
・
幹
事
が
委
嘱
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
活
動
に
と
っ

て
大
変
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

茶
道　
　

宮
武
慶
之
、
依
田 

徹

　

華
道　
　

井
上 

治

　

煎
茶
道　

舩
阪
富
美
子
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香
道　
　

矢
野 

環

　

盆
栽　
　

依
田 

徹

　

今
後
の
課
題
は
多
い
。
学
会
員
各
位

と
と
も
に
進
ん
で
い
き
た
い
。

註
１　

文
化
に
関
す
る
世
論
調
査
の
結

果
に
つ
い
て

https://w
w

w
.bunka.go.jp/tokei_

hakusho_shuppan/tokeichosa/

bunka_yoronchosa.htm
l

註
２　

初
年
度
の
11
月
23
日
に
は
、「
暮

ら
し
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
主
催
し
、

「
生
活
文
化
・
国
民
娯
楽
の
多
様
性
と

継
承
」
と
題
し
た
。
昨
今
の
用
語
で
は

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
」
で
あ
る
。

註
３　

生
活
文
化
等
実
態
把
握
調
査

https://w
w

w
.bunka.go.jp/tokei_

hakusho_shuppan/tokeichosa/
seikatsubunkato_jittai/index.
htm

l

註
４　

生
活
文
化
調
査
研
究

https://w
w

w
.bunka.go.jp/tokei_

hakusho_shuppan/tokeichosa/
seikatsubunka_chosa/index.htm

l

例　

会

東
京
例
会

（
令
和
三
年
十
二
月
四
日
）

「
十
八
世
紀
茶
の
湯
か
ら
み
た
武

家
の
人
的
交
流
」

谷
村
玲
子

第
二
代
姫
路
藩
藩
主
酒
井
忠
以
（
宗

雅
）（
宝
暦
五
年
一
二
月
～
寛
政
二
年
、

一
七
五
六
/
〇
一
―
一
七
九
〇
）
と
松

江
藩
藩
主
松
平
治
郷
（
不
昧
）
そ
し
て

川
上
不
白
と
の
交
流
、
ま
た
宗
雅
の
親

戚
大
名
ま
た
柳
沢
保
光
（
堯
山
）
等
の

諸
大
名
と
の
交
流
も
、
宗
雅
の
茶
の
湯

を
知
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し

今
回
は
宗
雅
自
会
へ
の
参
会
ま
た
は
他

会
で
の
同
席
を
含
む
宗
雅
関
係
茶
会
を

基
に
、
こ
れ
ま
で
不
詳
で
あ
っ
た
人
々

に
焦
点
を
当
て
、
江
戸
と
い
う
町
で
の

宗
雅
と
女
性
、
幕
府
関
係
者
（
奥
医

師
、
鷹
匠
、
絵
師
）、
武
家
茶
人
、
蹴

鞠
・
能
の
芸
能
者
等
と
の
交
流
を
報
告

し
た
。

例
え
ば
清
蓮
院
（
十
四
会
）
は
宗
雅

の
祖
父
酒
井
忠
恭
の
娘
で
、
彦
根
藩
十

二
代
藩
主
井
伊
直
禔
の
正
室
で
あ
る
。

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
直
禔
が
家
督

相
続
直
後
に
急
死
し
た
後
、
清
蓮
院
は

長
年
に
わ
た
り
井
伊
家
中
屋
敷（
赤
坂
）

に
居
住
し
た
。
宗
雅
は
し
ば
し
ば
清
蓮

院
と
実
妹
達
と
の
交
流
の
場
に
参
加

し
、
特
に
清
蓮
院
と
侍
女
の
会
は
、
宗

雅
が
女
性
達
へ
の
茶
の
湯
稽
古
を
目
的

と
し
た
会
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
酒
井

家
と
井
伊
家
の
婚
姻
に
よ
っ
て
、
清
蓮

院
に
は
甥
に
あ
た
る
宗
雅
と
井
伊
直
広

が
連
れ
立
っ
て
清
蓮
院
を
訪
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
婚
姻
を
軸
と
す
る
大
名
両
家

の
交
流
を
考
え
る
一
例
と
い
え
よ
う
。

発
表
に
お
け
る
宗
雅
の
茶
の
湯
を
通

じ
た
広
い
人
的
交
流
は
、
江
戸
と
い
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
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町
で
こ
そ
可
能
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は

江
戸
の
中
で
の
大
名
屋
敷
や
幕
臣
の
屋

敷
の
地
理
に
も
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。

発
表
で
は
、
宗
雅
の
藩
主
日
記
で
あ

る
『
玄
武
日
記
』
と
茶
会
記
『
逾
好
日

記
』
を
重
ね
た
こ
と
で
、
江
戸
に
お
け

る
大
名
・
武
家
の
生
活
に
新
た
な
視
点

を
加
え
ら
れ
た
と
思
う
。

例
会
の
ご
案
内

※ 

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ま
た

は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

  

な
お
、
個
人
宛
に
メ
ー
ル
等
で
の
お

知
ら
せ
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

東
京
例
会

令
和
四
年
七
月
二
日
（
土
）　

午
後
二
時
～

（
会
場
：
埼
玉
会
館
４
A
会
議
室
）

（
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
を
予
定
）

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺　

そ
の

三　

高
橋
箒
庵
の
一
番
町
邸
茶
室
「
寸

松
庵
」
移
築
と
茶
室
開
き
」

八
木
京
子
・
神
保
乃
倫
子

「
小
浜
藩
主
酒
井
忠
義
の
茶
道
具
蒐
集
」

依
田
徹

令
和
四
年
九
月
二
十
四
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
未
定
）

「
備
前
肩
衝
茶
入
「
布
袋
」
の
賞
玩
と

伝
承
」

荒
井
欧
太
郎

「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
《
三
彩
鉢
》

に
見
る
木
米
陶
芸
の
特
徴
（
仮
）」

安
河
内
幸
絵

令
和
四
年
十
二
月
三
日
（
土
）（
仮
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
未
定
）

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺　

そ
の

四
」

八
木
京
子
・
神
保
乃
倫
子

「
続
き
薄
茶
に
つ
い
て
（
仮
）」

岡
本
浩
一

令
和
五
年
二
月
十
一
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
）

「
松
平
不
昧
の
新
し
い
道
具
づ
く
り
に

つ
い
て
―
小
林
如
泥
の
指
物
作
品
調
査

か
ら
―
」

倉
澤
佑
佳

「
高
橋
箒
庵
―
『
大
正
名
器
鑑
』
を
中

心
に
―
」

齋
藤
康
彦

静
岡
例
会

令
和
四
年
五
月
二
十
一
日
（
土
）

午
後
三
時
～
四
時
半

（
会
場
：
静
岡
市
も
く
せ
い
会
館
）

国
際
お
茶
の
日
イ
ベ
ン
ト
「
国
際
お
茶

の
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

静
岡
の
茶
文

化
」

令
和
四
年
十
月
二
十
日
（
木
）
～
二
十

三
日
（
日
）

（
会
場
：
静
岡
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
「
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
」）

世
界
お
茶
ま
つ
り
協
賛
イ
ベ
ン
ト
「
未

定
」

東
海
例
会

午
後
二
時
～
三
時
半

（
開
場
午
後
一
時
半
～
）

（
会
場
：
昭
和
美
術
館
会
議
室
）

令
和
四
年
九
月
二
十
四
日
（
土
） 

「
名
物
（
仮
）」

加
藤
祥
平

令
和
四
年
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

「
指
物
と
吉
田
家
」

稲
垣
信
斎

近
畿
例
会

日
程
調
整
中
。
決
ま
り
次
第
、
Ｈ
Ｐ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
陸
例
会

令
和
四
年
九
月
三
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
越
前
古
窯
博
物
館
）

「
中
村
昌
生
設
計
の
茶
室
『
静
古
庵
』

発
見
と
そ
の
特
徴
」
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森
本
英
裕

金
沢
例
会

令
和
四
年
十
月
三
十
日
（
日
）

午
後
一
時
半
～

（
会
場
：
金
沢
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

武
蔵
）

「
前
田
家
と
「
鳴
海
織
部
窯
耳
付
き
茶

入　

銘　

餓
鬼
腹
」（
仮
）」

木
塚
久
仁
子

令
和
四
年
日
時
未
定

移
動
例
会　

高
山
方
面

令
和
五
年
三
月
（
日
未
定
）　

午
後
一
時
～

（
会
場
：
未
定
）

「
茶
の
湯
と
社
会
的
意
義
／
地
域
へ
の

影
響
（
仮
）」

伊
東　

梢　

高
知
例
会

＊
参
会
希
望
者
は
予
め
連
絡
を
し
て
下

さ
い
。

令
和
四
年
九
月
十
八
日
（
日
）　

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

「
茶
の
湯
文
化
学
会
二
〇
二
二
年
度
大

会
の
研
究
発
表
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」

発
表
者　
　

未
定

軽
食
茶
事　

正
午
～
午
後
四
時

　

席
主　
　

三
名

　

会
費　
　

千
円

令
和
四
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）　

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』　

第
７
章
輪
読

（
各
自
お
持
ち
の
本
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）

茶　

事　

正
午
～
午
後
四
時

　

席
主　
　

四
名

　

会
費　
　

五
千
円

令
和
五
年
二
月
十
二
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

高
知
支
部
二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画

新
刊
紹
介

『
茶
の
湯
の
茶
碗
』
第
三
巻
「
和
物
茶

碗
Ⅰ
」

重
根
弘
和
責
任
編
集　

淡
交
社　

定
価

六
、
九
三
〇
円
（
税
込
）

『
茶
と
日
本
人　

二
つ
の
茶
文
化
と
こ

の
国
の
か
た
ち
』

佃
一
輝
著　

世
界
文
化
社　

定
価
一
、

八
七
〇
円
（
税
込
）

『
茶
の
湯
ド
リ
ル
』

淡
交
社
編
集
局
編　

淡
交
社　

定
価

一
、
一
〇
〇
円
（
税
込
）

『
裏
千
家
今
日
庵
の
茶
室
建
築
』

茶
道
資
料
館
監
修　

淡
交
社　

定
価

二
、
四
二
〇
円
（
税
込
）

『
茶
書
古
典
集
成
』（
全
十
七
巻
）
筒
井

紘
一
・
熊
倉
功
夫
・
谷
 
晃
・
谷
端
昭

夫
監
修　

淡
交
社

〈
既
刊
〉

一
巻
「
初
期
の
和
漢
茶
書
」

高
橋
忠
彦
・
神
津
朝
夫
編
集　

定
価
八
、

八
〇
〇
円
（
税
込
）

五
巻
「
神
屋
宗
湛
茶
会
日
記
」

筒
井
紘
一
編
集　

定
価
一
一
、
〇
〇
〇

円
（
税
込
）

六
巻
「
利
休
の
茶
書
」

谷
端
昭
夫
編
集　

定
価
一
一
、
〇
〇
〇

円
（
税
込
）

十
一
巻
「
南
方
録
と
立
花
実
山
茶
書
」

筒
井
紘
一
編
集　

定
価
一
一
、
〇
〇
〇

円
（
税
込
）

十
三
巻
「
茶
話
と
逸
話
」

谷
 
晃
編
集　

定
価
一
一
、
〇
〇
〇
円

（
税
込
）

※  

年
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
払
込
み

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。


